




本稿は､ カナダに移住したシク (   ) 教徒のディアスポラに焦





























性､ 異質性､ そして外部性を内部に含んで領土性の欠如と幻想を生きる人びと､ それがお
そらくはディアスポラである｡ そして今､ 彼 (女) らの織りなす日常に､ これらすべてに
またがる広域の､ かつ重層的在りようを示すトランスナショナルな空間が存在する｡ その
トランスナショナルな空間もまた多様性､ 異質性､ 多元性､ 外部性､ そして非領土性を縦
糸や横糸として織りなされる可変的でモバイルな空間である｡
ディアスポラは､ 家郷を離れ､ こうした世界の四つ辻に住み着いて､ 生きて､ 死ぬ存在｡
己が背負った存在と差異､ 家郷と現住空間､ ホスト社会と出自の絡み合いの中でリ・ホー
ミング (再家郷化) に向かい､ 他者とともに生き､ また他者として生きる交差点の生｡ こ
の小論では､ その生の有りようをカナダに在るシク教徒のディアスポラに見ることにする｡     
・1914年の            事件 (駒形丸という船が､ 当時の人種差別主義の移民法に違
反して 376人のインド人を乗せてカナダへ向かった｡ しかしバンクーバーに着いたものの
上陸は許されず､ 2ヵ月後､ インドに強制送還された｡ インドに戻るや､ 多くの乗客は､
カルカッタの英領インド警察によって射殺された)｡
・1984 年 6 月 4 日 黄金寺院事件発生 (インド政府､ ブルースター作戦を敢行し､ パン
ジャーブ州の黄金寺院をはじめとする多くのグルドワラを襲撃しシク教徒過激派を排除｡
その後の動乱過程を含めて 3 000人を超える多数のシク教徒が虐殺された)｡
・同年 10月 31日 インディラ・ガンジー首相暗殺 (シク教徒による報復｡ その後のヒン
ドゥー教徒による一週間にわたる報復で死者多数)｡
・1985年 6月 23日 インド航空 182便爆破事件 (犠牲者 329名｡ 容疑者はカナダのバン
クーバー在住のシク教徒)｡
・以後､ シク・デイアスポラを中心にカーリスターン (       ) 分離主義運動が強まる｡     
１) 2010 年 1月 ｢パンジャーブ州アムリットサルのスリ・アカリ・タクト・サヒブ､   
2 カナディアン・シク・ディアスポラ：2010年 1月～ 6月の風景1)
ダルシャン・シン・ラギを追放｣
パンジャーブ州アムリットサルのスリ・アカリ・タクト・サヒブ (                  ､ シク教徒共同体の主権／議会) がトロント在住のダルシャン・シン・ラギ
(                        ) の僧籍を剥奪し､ 共同体からの排除を決定した｡ 同人
は､ 2009年 11月以来同機関より査問会議への出頭を再三にわたって求められていたが､
それを拒否し､ その権威そのものを否定し､ 出頭要請を無視しため､ シク教の ｢敵｣､ ｢裏
切り者｣ として､ シク共同体から排除された｡ シク教徒の人口は世界全体で約 2 300～
2 500万人といわれるが (カナダには約 30万人在住)､ この布告は世界中のシク教徒に向
けて発せられたもの2)｡
２) 3月 3日 ｢1985年 6月のインド航空機182便爆破事件の被疑者の一人､新たに偽証
罪で訴追｣




３) 4月 2日 ｢オンタリオ州ブランプトンでシク教徒のセクト間衝突発生｣
ブランプトンのシク教寺院 ｢             ｣ で 150人ほどのシク教徒が二派に分
かれてキルパンを抜いて騒乱｡ 同寺院長老のマンジット・マンガット (           ､
弁護士で寺院の管理者・代表者) が額に負傷4)｡
４) 4月 3日 ｢保守党政府､ 連邦議会に議員総数を現行の 308議席から 30議席増の
338議席にする法案を提出｡ 可決されれば､ 2014年から発効の予定｣
これは近年の南アジア系､ 中国系移民の増大による人口増への対応であり､ 増えるのは
オンタリオ州､ ブリティッシュ・コロンビア州､ およびアルバータ州の南アジア系､ 中国
系の移民が居住する地域の議席｡ オンタリオ州がトロントとその郊外で 18議席増､ ブリ
ティッシュ・コロンビア州はパンジャーブ移民が多いサリー､ アボッツフォードほかで7
議席増､ アルバータ州が 5議席増という提案である｡ 現在､ 連邦下院に議席を有するイン
ド系  は 9名だが､ カナダ統計局 (            ) によれば､ 今後 20年でインド系､
中国系およびムスリムがトロント､ バンクーバー､ およびモントリオールで白人を抑えて
最大多数になるという｡ 現状では､ 総人口 3 400万人中､ 中国系 130万人､ インド系 100   
万人､ ムスリムが同じく 100万人｡ 今後 20年でインド系､ 中国系が倍増し､ ムスリムは 3
倍増になると予想されている｡ ケベック州については議席増は予定されていない5)｡











いが難しい｡ しかし､ 実際に乱闘に使用されたという事実を前にすれば､ 論議の再燃は避
けられない7)｡ ちなみに､ 本年 2月のバンクーバー・オリンピックの際には､ キルパンの
帯用は認められている8)｡
６) 4月 13日 ｢カナダとインドの首相が会談｣
米国ワシントン､    で開催された核安全保障サミットで､ 加印両首脳が 30分ほど会
談｡ その際､ インドの ・シン首相がカナダのハーパー首相にカナダにおけるシク分離主
義者の蠢動に強い懸念を表明､ 監視と必要な対策を求めた9)｡





８) 4月 17日 ｢前連邦政府保健相ウッジャル・ドサンジ (          ) 脅迫さる｣
例年恒例のバンクーバーにおけるバイサキ (       ､ シク教暦による新年祭) は 10
万人が集う北米最大の祭りであるが､ 主催者の一人インデルジト・シン・ベインズ
(               ) が､ パンジャーブ人向けラジオショーで上記ドサンジ連邦議会議
員と州議会議員のデイブ・ヘイヤー (         ) に対し､ パレードへの参加を禁じ､   
参加した場合には安全は保証しないという暗殺予告に近い発言をした11)｡
ドサンジはただちにインド政府に対しカーリスターン分離主義の過激派が蠢動を始めた






９) 4月 17日 ｢バイサキ祭にカーリスターンの旗､ 分離主義スローガン連呼｣
バンクーバーのサリーで催行された ｢             (          )｣ で､ カーリス
ターンの旗が振られ､ シク ｢殉教者｣ の写真が掲げられた｡ パレードを主催したのはダス
メシュ・ダルバル・シク寺院 (                    )｡ パレードに参加したイン
ド系カナディアンの連邦議会議員はスク・ダリヴァル (           ) ただ一人｡ この
パレードは､ 2007年に､ 参加していたカナダの政治指導者たちの前でインド航空機爆破
事件の主犯と目されているタルヴィンデル・シン・パルマル (                 )
の写真を掲げたため､ 以後政治家たちが敬遠していた｡ 今回は､ サリー市のダイアン・ワッ
ツ市長は､ 旗や写真を見て参加を取りやめ､   州の ・キャンベル首相は､ ドサンジと
ヘイヤーへの脅迫を知り不参加だった｡ ワッツ市長は､ 上記二人への組織としての謝罪を
求め､ 連邦自由党党首のマイケル・イグナティエフ (              ) も主催者を非難｡
サリーには､ 北米最大のシク・コミュニティがあり､ パレードの主催団体はバッバル・カー
ルサ (           ) のシンパで､ カナダで非合法化されている                             の支持団体である12)｡
4月 21日､ サリー市のシク寺院ダスメシュ・ダルバル (                     )
の管理運営委員会はベインズによるドサンジ議員とヘイヤー議員を名指した発言は誤解を
呼ぶものであったとして謝罪｡ しかし､ 二人はともに､ 誤解ではない､ ベインズがラジオ
のインタビューで､ 二人を名指しで ｢                                                          ｣ と述べたのは明白な事実であり､ この ｢謝罪｣ なるも
のは､ 来年以降の開催を禁止されないための予防措置に過ぎないと非難13)｡
10) 4月 18日 ｢ブランプトンで､ 再びシク教徒同士が衝突｣
日曜日 (18日) の午後､ オンタリオ州トロント近郊のブランプトンにあるグル・ナー   
ナク・シク・センター (                 ) でシク教徒がグルドワラの建物内で
乱闘｡ マチェーテ (長刀)､ ナイフ､ ハンマーなどの武器が使われ､ 1ダース以上の信者
たちが負傷｡ その内の 4人は重態｡ 衝突は､ グルドワラを管理するグループが､ それ以前
に管理を担当していた別なグループによる寺院内での総会開催を阻止したために発生｡ 警
察は 3人を逮捕し､ 危険物所持と暴行容疑で告発した｡ トロント地域でのシク教徒の乱闘
事件はこれで二度目｡ いずれも､ シク共同体を除名された元アカリ・タクトのジャテダル
(       ､ 最高代表者) のダルシャン・シン・ラギを迎えて講演させようとしたのが原










｢カナダ最大のグルドワラ､ 信者に訴えられる｣ (       ) 15)
オンタリオ州政府は 2006 2007年に､ 新移民の定着を促進するためにさまざまなシク
寺院に合計 75万加ドルにのぼる補助金を供与している｡ たとえば､
・モールトン寺院に 10万ドル (この寺院の壁にはシクの殉教者の絵に混じって､ イ
ンド航空 182便爆破事件の主犯と目されるタルウィンデル・パルマルの肖像画が掲げら
れている｡ 2007年の新年祭には州首相が参列)｡
・レクスデイル寺院に 10万ドル (この寺院は､ 2007年にカーリスターン解放機構の









リスターンの表象の背後にあるのは､ 何千という死者､ 何万､ 何十万にものぼるその遺族､
運動の中で散った多くの命､ 331名のインド航空 182便の無辜の乗客たち､ そして怨念と





11) 4月 21日 ｢カナダ公共治安省 (                )､  テロ犠牲者 のための正
義法案 (                              ) を議会に提出｣
これは 2006年のテロリスト組織の非合法化 (                                                   を含む) に次ぐ､ 対テロ法案第二弾｡ ヴィク・トーウズ
(       ) 公共治安相は､ 暗にカーリスターン分離主義者を示唆しつつ､ 古い紛争対
立から生まれた過激主義をカナダに持ち込むことは受け入れらないと過激派のシンパへの
強い警告を発した16)｡










14) 4月 24日 ｢フェイスブックにドサンジ下院議員暗殺予告｣
ロンドン在住のボビー・グリュワルと名乗るカーリスターン分離主義者がフェイスブッ   
ク (        ) を使ってドサンジ議員らの暗殺を示唆｡ 実名性の高いＳＮＳであるにもか
かわらず､ そのページにはドサンジ議員をシクの裏切り者として射殺することが記されて
いた｡ カナダ連邦警察 (ＲＣＭＰ) はこの威嚇を深刻に受け止め､ 調査を開始｡ ドサンジ
議員は､ このページに溢れる憎悪のコメントの数々にショックを受け､ ｢なによりも心を
乱されるのは､ これらのコメントを書いているのがカナダで生まれ､ 育ち､ 教育を受けた
若者たちだということ｣ だと述べ､ さらに ｢これはカナダの問題だが､ インドもカナダの
カーリスターン分離主義の活動分子がパンジャーブでの武力行動の復活を狙っていること
に目を覚ますべきだ｣ と述べた19)｡
15) 4月 27日 ｢カナダ政府､ ドサンジ議員らへの暴力行使の脅しに対してシク過激派
を強く非難｣20)
16) 4月 29日 ｢カナダの連邦議会がシク教徒過激派の非難決議を採択｣21)
17) 5月 18日 ｢バンクーバー近郊のサリーでシク教徒の男性 (32歳) の射殺死体｣
インド系麻薬ギャングの一員｡ サリー市はカナダ最大のパンジャーブ人 シク教徒の集


















18) 5月 21日 ｢カナダの駐インド高等弁務官事務所､ ＢＳＦの退役隊員へのビザ発給
を拒否｣
ＩＡＮＳ (                  ) は､ カナダの駐インド高等弁務官事務所 (駐イ
ンド大使館) がインドの国境警備隊 (ＢＳＦ) を ｢暴力集団｣ だとこき下ろし､ カナダ移
住を求めた退役隊員にビザ発給を拒否と報道｡ 現在の大使は､ 前駐日カナダ大使 (2005‒











のＢＪＰ (インド人民党) も強く反発し､ 政府に迅速な対応を求めた24)｡
19) 5月 25日 ｢ダルシャン・ラギの次は､ カルト集団アシュトシュ (      )｣
パンジャーブ州のハヌマンガル (           ) のグルドワラのサンガト (      ､ 祈
祷集会) で乱闘事件が発生とパンジャーブ州のサイト ｢             ｣ に記事｡ それに
よれば､ 朝の祈祷集会で 5人の説教師が 10代目グールーのゴービンド・シン (             ) を侮辱｡ 激昂した信者たちが説教師たちを殴打｡ 一人を取り逃がすが､ 4
人を警察に突き出す｡ 4人は､ マハラジ・アシュトシュ (               ) なるカル
ト集団のメンバーで､ 車に宣伝ビラ､ ＣＤ､ ＤＶＤなどを満載していた｡ このサイトはア
カリ・タクトの世界を映したもの｡ パンジャーブの地元の情報として貴重25)｡
20) 5月 26日 ｢駐印カナダ高等弁務官事務所､ 国家諜報局 (ＩＢ) 員にもビザ発給を
拒否｣
ニュー・デリーからＩＡＮＳの報ずるところによれば､ カナダ高等弁務官事務所は､ 同




21) 5月 28日 ｢ビザ発給拒否問題の波紋広がる｣
ビザ発給拒否問題はさらに波紋を広げ､ インド政府筋からの報復措置も辞さないとの報
道あり｡ インド系カナダ人の多くが ｢反インド的官僚制 (                   )｣ だと
強く反発｡ 加印関係で大きな位置を占めるカナダ インド財団 (                   )
のアディティヤ・ジャー (        ) 議長は､ ｢カナダ政府は反インド的ではない｡ いっ
そうの関係改善を求めているのだが､ 問題は官僚制で､ 15年～20年も前の反インド感情に
染まったままなのだ｣ と発言｡ カナダ インド教育評議会 (    ) の理事長は､ この問題
を ｢コップの中の嵐 (               )｣ と表現｡ インドとカナダの間の交易関係
促進に大きな足跡を残しているカナダ インド・ビジネス評議会のラティー (     ) 前
理事長は､ カナダは役人たちをもっと訓練して社会的､ 文化的､ 政治的正しさを理解させ
るべきだとし､ ｢インド政府もテロ対策などの困難に直面している最中､ 誤解や中傷が生
まれればただちにクリアすべし｣ としている27)｡
22) 5月 28日 ｢カナダ政府､ ビザ発給拒否問題に関して無条件に謝罪｣




23) 5月 28日 ｢シク活動家ネットワーク (               ) が､ カナダ連邦議
会に 1984年の黄金寺院事件をジェノサイドとして認めるよう請願すると告知｣   は 6月 9日にオタワの議会に行き､ 連邦自由党のアンドリュー・カニア (          ) 議員に請願の動議を読み上げさせると発表29)｡
24) 6月 1日 ｢政治家はなぜカナダ的価値を認めないのか｣
これは､ ｢                          (    )｣ の創設者でシニア政策アド








値する｡    の蛮行については､ トロント・スター紙が過去に報道しており､ カナダのイ
ンド系ディアスポラの一方の見識を示したものと言える｡
25) 6月 2日 ｢連邦自由党党首､ シク教徒の請願を支持せず｣
連邦議会で野党第一党の位置を占める自由党のマイケル・イグナティエフ (              ) は､ 2日朝､ 黄金寺院事件は宗教的緊張がきわめて高まっていた状況での出来
事であり､ それをジェノサイドというのは正確でも妥当でもないとして､ 自由党は請願動
議を支持しないと言明｡ さらに､ 請願動議は不合理であるだけではなく､ コミュニティを
分裂に導くもととなり､ 自由党はこうした対立を煽り､ 緊張の激化を求める勢力の側には












る｡ しかし､ 請願動議への自由党の支持を予定していた活動家や過激派シンパたちは､ 予
定外の反対に動揺している｡
26) 6月 3日 ｢連邦議会のジャック・レイトン新民主党党首､ 請願について共感と連帯
を表明｣32)
27) 6月 4日 ｢カナダのシク・コミュニティ､ 80年代の悲劇への答えを求めて亀裂を深
める｣     














邦委員会 (委員長はジョン・メイジャーで､ 通称メイジャー委員会) の最終報告書が発表
される予定｡
記事の中で､  ・シン青年は言う､ ｢若い世代の人びとには一つの思いがあります､ そ
れは自分たちに何が出来るか､ 歴史にどう関わればよいのか､ 人権侵害をどう書き残せば
よいのかという思いです｣ と｡ 真実はどちらの事件についても明らかにならず､ 対立する
見解がぶつかり合い､ 誰も信じられず､ 疑心暗鬼に陥る現状を嘆いているのだ｡
この記事には､ カナダ機密情報サービス (    ) のアジア・太平洋部門前局長の ・









ちなみに､ インドの ｢          ｣ は､ バンクーバー発   として､ この記事を要
約掲載した (                            発    報道) 34)｡
28) 6月 9日 ｢1984年黄金寺院事件をジェノサイドと認めよという請願はテロリスト追
悼行事だ｣
このナショナル・ポスト紙の記事は､ 請願は事件の発生が 6月だということと､ インド
航空機 182便爆破事件 25周年ということで発想されたものだとして次の二人の発言を掲
載｡ パンジャーブのジャーナリスト､ バルラジ・デオル (         ) 記者は､ ｢請願団
体が考えているのは黄金寺院事件で殺されたシク・テロリストたちを偲ぼうということで､






29) 6月 10日 ｢ ・ミナス教授がイグナティエフ自由党党首の請願不支持発言に反論｣
人権擁護団体 ｢自由の声 (               ､    ) 代表でウィンザー大学 (カナダ)
教授の ・ミナス(          )女史がイグナティエフ発言に噛みついた｡ 教授は､ 人権












傷めるというのか｡ 過去の暴虐の事実を真摯に認めることだけが､ 被害者の心を癒し､ 暴
力行為を終わらせるのだ､ 抑え込むことでは解決しない｡ (論旨の要約) 36)
30) 6月 10日 ｢シクの連邦下院議員による請願提議､ インド系カナディアンを二分化｣
(           報道) パンジャーブ生まれのスク・ダリヴァル (           ) 議
員と､ パンジャーブ系が集住するブランプトン・ウェスト選挙区のアンドリュー・カニア
(          ) 議員の二人が請願を提議との報道｡ ダリヴァル議員は 1984年にカナダ
に移住し､ 今はやはりシク教徒が集住するバンクーバー郊外のニュートン・ノース・デル
タ選挙区を代表している｡ 二人共に野党の自由党に所属し､ 請願には､ イグナティエフ党
首の非難にもかかわらず約1万人の署名を集めたという｡ ほかに､ インド系カナダ人のナ
ヴディープ・ベインズ (           ) とグルバックス・マィ (          ) の二人
を含む4人の議員が請願を支持している37)｡
31) 6月 16日 ｢シクの下院議員､ 請願を支持せず｣
この議員はトロント郊外にあるパンジャーブ系が多数を占めるブラマリー・ゴア・モー
ルトン選挙区選出のグルバクス・マリ (          ) 議員｡ マリは､ 90年代にインド
系カナダ人として初めて当選し､ 以来現在まで最長不倒の議員生活を送っている人物｡ 西
欧世界で初めてターバンのまま議員になったシク教徒として著名｡ 彼も､ 請願に署名した
一人と報道されていたが､ 本人がこれを否定｡ その発言の要点－私は署名しなかった､ 6
月 9日の議会前庭での請願提出記念ラリーには参加していない､ 10日に請願が議会で読







32) 6月 17日 ｢インド航空機 182便爆破事件調査委員会最終報告書発表さる｣
ジョン・Ｃ・メイジャー元最高裁判事を委員長とする調査委員会は､ 17日 5巻 (4 000




ス (    ) とカナダ連邦騎馬警察 (    ) で､ 爆破前に入手できた情報を放置し､ 安
全の保障に失敗し､ 爆破後の事件の調査にも相互に非協力的であったことだった｡ メイジャー
は､ 委員会が知ったことを次のように述べた：
｢182便のフライト以前に起きていた失敗､ 無能力､ および不注意の水準は､ 悲し
いことに､ インド航空機爆破事件を扱った関係当局､ 政府､ そして諸制度の事後の処
理の仕方において－捜査において､ 法的手続きにおいて､ そして犠牲者の家族へ情報











つまり､ 政府､ 連邦警察 (    )､ および機密情報機関の三者による失敗の垂れ流し
が惨劇を予防できなくしてしまったという結論であった｡ テロに対する安全保障対策は穴
だらけで､ とりわけ顰蹙を買ったのが､     と    の間での管轄争いで､ 相互に入手
していた情報を付き合わせていれば予想できた爆破事件だったのに､ それをしなかったこ
れらの機関の罪は重く､ 抜本的な制度改革が求められるという指摘であった｡




33) 6月 17日 ｢世界シク機構 (   )､ 犠牲者の遺族への補償提案を支持｣
カナダの世界シク機構 (                          ) は､ 委員会の最終報告
を歓迎し､ 国家機構の改革提案を評価するとともに､ 犠牲者の遺族への補償提案にも支持    
を表明｡ 政府に対しては､      (連邦警察) が委員会の調査を前に証拠の隠匿､ 破棄
に走ったこと､     (カナダ機密情報サービス) とのコミュニケーションの齟齬などゆ










34) ｢ 6月 18日 シクの過激主義の脅威は依然存在するとドサンジ｣
(          の記事から) ウッジャル・ドサンジ下院議員が､ カナダではシクの過激
主義者はいまも元気だ､ ただ 25年前に比べて姿を隠すのが上手になっただけと発言｡ こ
れは､ メイジャー委員会のインド航空機 182便爆破事件最終報告書の発表に合わせて､ 一
本釘を刺そうとしたもので､ 過激主義は当時よりもはるかにコミュニティに食い込んでお
り､ 洗練されてきていると主張｡ 外見はずっと穏やかになって､ 平和的な運動を展開して
いるが､ その背後にあるのは邪悪な計画､ そのスマートさに政治家のなかにも騙される者
がでてくるのだと｡ しかし､ 世界シク機構のバルプリート・シンは､ そんな発言を証拠立
てるものはないと冷たい41)｡
35) 6月 27日 ｢カナダはシク武装勢力を根こぎにすべし､ とインドのシン首相｣  20サミットでトロントを訪問中のインドのシン首相は､ トロント・スター紙とのイ
ンタビューで次のように発言した｡ ｢シクの過激主義､ 分離主義､ 戦闘的な姿勢はインド
においては 20年前以上に問題になっている｡ 現在､ パンジャーブ州は平穏で､ 成長と繁




36) 6月 28日 ｢Ｇ 20に出席のインドのシン首相､ 1984年の反シク暴動に謝罪｣    
インドの首相マンモハン・シン博士は､ ｢ 1984年の事件に関しては､ インド政府代表と
して1984年の出来事を国民のために謝罪する､あの事件は恐るべき犯罪で､ 起きてはなら






37) 6月 28日 ｢マリ議員､ シクのブラックリストの公開を求める｣
グルバックス・シン・マリ下院議員 (自由党) は､ 明日インドのシン首相と会談の予定
だが､ 首相に対し､ シク人のブラックリストを公開するよう求めるという44)｡
38) 6月 30日 ｢パンジャーブでシクの高僧が1984年黄金寺院事件はジェノサイドであっ
たか否かを議論するべく会合｣
五つのアカリ・タクトの代表者である5人のジャテダルが､ カナダでの請願の動きに












をおかずに流され､    網を通じて､ レスポンス､ リアクションのメッセージが滝のよう    

















らない｡ それを､ カナダにわたったシク・ディアスポラのコミュニティに見るなら､ 記事






同胞とともに胸を張って生きられよう｡ しかし､ ひとたびそれをゴースト (幻) ではない
かと疑ったときから事態は変わる｡ 不安と格闘しつつ､ 真正さを求め､ ゴーストの自覚に
項垂れて過ごす日々の繰り返しは､ ディアスポラを変えていく｡ ある者は､ 家郷の原理主
義的再構成によって領土的分離主義への夢を生き､ 過激派へと変身を遂げる｡ またある者
は､ 幻想の共同体を非領土的に構築し､ それを生きようとするかも知れない｡ 前者はカー
リスターンの夢に政治的動員をかけ､ 後者は経済的成功のための政治的動員に向かう｡ そ    










リストに怯え､ 帰郷 (     ) もままならぬ人生に､ ある者は家郷に領土性を与える夢
を諦め､ ある者は家郷への領土付与の夢にしがみつき､ またある者はその夢を非領土的に
実現する方向に向かう｡ カーリスターンの夢の非領土的実現は､ ディジタル空間でのトラ
ンスナショナルな仮想領土の構築､ あるいは共通の夢の非領土的再確認､ 再構築､ 新構築､
あるいは脱構築へとさまざまに展開する｡ ノスタルジアはさまざまに両義的なのである｡
カーリスターンの夢の領土的実現のために活動する者は､ クリステヴァの言う外人のパ
ラドックスに流されやすい48)｡ 異郷にあって外人の仮面を被り､ 行動的で､ 疲れ知らずの
移民労働者のシク｡ シクの生は試練によって作られる､ 他人との隔たりが､ 家郷との隔た
りが自分を強化する､ だから､ 断絶に耐え､ 忍従を美とし､ 脅威のもとに身を置き､ 選択




関係を熱望する｡ 拒絶され､ それが手を触れ得ぬものだと改めて確かめるため｣ とクリス
テヴァは言う｡ 彼 (女) らは誰よりもそれがゴーストであることを知っている50)｡ そのゴー
ストを第二世代は親から受け継ぐ51)｡ しかし､ 第三､ 第四世代になるにつれ､ それが薄れ､
共犯者を減らしていくのは自然なことだろう｡ 彼 (女) らはそれを知っているからこそ､
カーリスターンの夢を絶えず再活性化させ､ 応報的正義の実現と合わせてシク・コミュニ
ティの共通善と位置づけて生きる｡ ｢なすことがすべて事件となる生｣ とは､ ｢憎しみを生
きる生｣ でもある｡ それが外人としての一つの生き方だとクリステヴァは言う｡ 他人の憎    
しみは外人にとっては一つの拠り所であり､ 絶えず人の憎しみを感じていること､ この憎
しみのほかには居場所がないことが､ 実存的安心のもとなのだ｡ ぶつかれば痛いが確実に




空間ではない｡ とりわけ若い世代になればなるほど､ それは家郷化 (     ) 不能な遙
か彼方のものになる｡ 第一世代のシクにとっても､ カーリスターンの夢にしがみつく者は
少なく､ 経済的成功という世俗的価値の追求に向かう者が圧倒的に多い｡ そんな彼 (女)
らがカナダというホスト社会にあって体験するのは､ わが身をとりまく異文化空間のなか
でビジブル・マイノリティとしての自己のアイデンティティの確認である｡ ｢ディアスポ
ラであることは､ 他者とともに生きる道､ 他者として生きる道を学ぶ者である｣ とクリス
テヴァは言う｡ その言葉は､ 他のどのディアスポラよりも可視性の高いマイノリティとし




｢彼の出自はもちろん彼につきまとう､ 良かれ悪しかれ｡ でも､ 異郷のどこにあっ
ても､ 彼はそこで希望をつかみ､ 闘っており､ その地での生が現在を支えているのだ｣
(       1991   29)
そのように､ 異郷にあって､ 外部のものを己の内部のものにしつつ､ 己の内部の外部性を
自覚しつつ生きる日々は､ 文化の二重性､ 在処の二重性､ それらの両義性をそのまま生き
る日々になる｡                ､ 口をついて出てくるのはそんなつぶやき53)｡ しか
し､ それはまた容易に棄教者､ 背教者 (       ) を生む土壌にもなりうるということで
あろう54)｡ 家郷化の不可能性を凝視する眼差しは､ ある者を棄教の道に向かわせ､ またあ
る者をスリ・アカリ・タクトから遙か周辺の地にあってより原理主義的に純化させること
にもなる｡ 後者の典型が､ 一方において､ 今も蠢動をつづける過激派や 80年代のノスタ
ルジーに生きる老いたシンパたちであり､ 他方において､ グールー・ゴービンド・シンの
聖典 ｢           ｣ の真正性を問題にし､ スリ・アカリ・タクトの正統性と権威を否
定するダルシャン・シン師の存在であろう55)｡    
しかし､ ダルシャン・シン師は武力闘争を目指す過激派ではない｡ むしろ､ 80年代半ば
のスリ・アカリ・タクトでジャテダル (       ) の地位56)にあった者として､ 当時の武
力闘争の限界をよく知り､ 近代宗教としてのシクのあるべき姿に優れた知見をもち､ 教義









ルドワラも変わりつつある｡ かつて (1997年) バンクーバー近郊のサリーのグルドワラで
起きたカールサ (     ､ 受洗者) によるサハジダリ (         ､ 信者であるが未受洗






一世紀も経てば様子は変わる｡ 主流のキリスト教社会のなかにあって､ 生活文化､ 信仰形
態など､ さまざまな面での摩擦と学習を経て､ ディアスポラ・コミュニティそのものが変
容し､ グルドワラの役割も変わっていく｡ そして､ 変化は対立を生む｡ 礼拝形式の変化､
聖職者や寺院管理運営委員会の役割の変化－コミュニティ・サービス､ リクリエーション・
サービス､ 新移民教育などの拡充､ リーダーシップ機能の拡大､ 本国との関わり､ カーリ
スターン分離主義の位置づけ－など､ ディアスポラ・コミュニティとして不可避のグルド
ワラの変容が､ 教義や礼拝サービスをめぐる対立を発生させ､ セクト的対立を育み､ 平信
徒との距離を生み､ 中心と周縁の構造文化を促していく｡ いまカナダのシク・ディアスポ
ラ・コミュニティが直面しているのは､ そういう状況である｡ これをある者は､ 覇権闘争








現実である｡ 現在 9名居る南アジア系の連邦下院議員についても､ そのほとんどがシクの
票だけを当てにして当選した者ではない｡ したがって､ それぞれのシク・コミュニティに
対する姿勢も一様ではない｡ 実際､ スク・タリヴァル (  州選出)､ アンドリュー・カ











おける ｢再家郷化願望｣ (             ) だという58)｡ つまり､ 現代のディアスポラ
は､ 家郷の明白な囲い込みを破壊し､ トランスナショナルで､ トランスローカルなコミュ
ニケーションとコミュニティを生み出しており､ 単一の場所を基盤にした家郷の概念化は










覚とともにある｡ グルドワラには､ カーリスターンの旗､ 殉教者の肖像､ 戦いの図絵｡ 祭
壇では聖典が読まれ､ ご詠歌が心を癒し､ 日常をわすれることができる礼拝がある｡ しか
し､ その時間は､ ターバンやスカーフを捨て､ キルパンを外し､ 髭を剃り､ 経済的成功を
目指す若々しい野心､ そして挫折とも両立しているのだ｡ そのような混在的空間の構築は､
所属意識を四つ辻にもつことを意味しよう｡ そのような交差点の生を生きるシクのディア
スポラこそ多数派なのではあるまいか59)｡ 日本生まれのシクで､ カナダで成功した､ シク・
ディアスポラとして最初の億万長者ナブジート・ディロン (           ) の生は､ そ
の代表的な例になるだろう60)｡
｢私の宗教についてお尋ねなら､ わたしはシク教徒だと言います｡ でも､ シクの習慣､
習俗､ 規範､ 儀式を守っているかと訊かれれば､ シク教徒ではないと言わざるを得ま
せん｡ わたしは宗教的にというよりスピリチュアル (霊的､ 精神的) にシクなのです｡
シクはユダヤ人のように迫害され､ 絶えず戦いのなかにあって､ 400年の間北からの
侵略者からカイバル峠 (          ) の麓を護ってきたのです｡ もしあなたが何世
代にもわたって生きるための戦争を繰り返してきたら､ わたしのように生存本能を研
ぎ澄ませるでしょう｡ シクであることのイメージは､ その正統性指向に結びついてい










いま､ カナダのシク・ディアスポラが指さして示しているのは､ 既成の仮説や視座､ 固
定観いま念の相対化であり､ それらの再テクスト化である｡
※本稿は､ 科研費基盤研究 ( ) ｢南アジア系移民の政治動員における宗教の役割｣ にかかわる研
究報告の一部である｡
【注】











なお､ シク人の歴史､ 文化等については､ 同僚の広瀬崇子教授にご教示頂き､ パンジャビ語
のカタカナ表記についてもご指導いただいた｡ 記して感謝をする次第である｡




























ちなみに､ 2010年の冬期オリンピックの前年 (2009年)､ バンクーバーは､ 麻薬ギャング
の戦場になっていた｡ 原因は､ メキシコ政府がコカイン密売カルテルの取り締まりを強化し
たことによる｡ 従来､ メキシコのカルテルはバンクーバーにコカインを売り､ カナダのカル
テルはマリファナをメキシコに売り付けていた｡ しかし､ 取り締まりにより､ 取引の中心が
バンクーバーに移り､ 市場のシェアをめぐって､ バンクーバー東南部のフレイザー・バレー
の ｢独立兵団 (                 )｣､ ｢赤いサソリ団 (           )｣､ ｢国際連合
(           )｣､ ｢ベイコン兄弟 (            )｣､ ｢ヘルス・エンジェルス｣ などが激
しい暴力事件を引き起こしていた｡ このうち､ 独立兵団はインド系カナダ人､ 国際連合ギャ
ングはインド系カナダ人を中心にしたマルチ・エスニック系 (最近は中国系､ グアテマラ系





るほどに他者に対しての寛容度は高く､ カーストを否定し､ 男女平等意識も強く､ 近代的､





カースト制の暗黙の維持､ 男子優先の家族関係・社会関係､ カーストに見合った同族婚､ デー    
ト禁止､ 持参金､ などの伝統的生活規範の遵守－は､ シク教徒自身が認めるところであり､
そのビジブルな出で立ち以上に､ 大きな違和感を抱かせるところになっている｡ それは､ と
りわけ移民の第一世代と主流の学校教育を受けた第二世代・第三世代の間に明白に立ち現れ
ている｡ 本来個人の私生活にかかわる､ 自己判断に任せられるべき領域が､ 両親の手に握ら
れているのである｡ 若者たちは､ 宗教理念と文化規範とのこのダブル・スタンダードに苦し






いうインド国境警備隊 (ＢＳＦ) を10年前に退役したシク教徒 (60歳) で､ 娘の居るカナ
ダへの移住を決め､ ニュー・デリーのカナダ高等弁務官事務所に書類を整えてビザを申請し
た｡ 2008年に健康診断も受け､ 発給を待っていたところ､ 2009年 4月に面接の通知が届く｡
事務所に出向いたところ､ 面談したカナダの外交官は､ ＢＳＦはインドの戦争犯罪に責任が
ある ｢悪名高い暴力的準軍事組織だと述べた｡ 後日送られてきた発給拒否の通知 (2009年 12
月 8日付け) には､ ｢市民に対する組織的攻撃に従事した部隊で働いただけではなく､ ビザ
申請書類にはＢＳＦと ｢手を切った｣ ことを示す証拠が付せられていない｣ と非難する文言
があった｡ パンデルは､ 自分がＢＳＦに所属していたことがあたかも犯罪行為であったかの

















教集団であるがゆえに､ 一つ､ カナダのシク・コミュニティの構成員は､ カナダの国家経済
に大きく貢献し続けており､ カナダの文化の統合的部分の一つであるがゆえに､ そしてさら
に､ 1984年 11月のインドでシク・コミュニティのメンバーに対する組織的なジェノサイド
作戦が行われ､ 数千人の無辜の民が殺戮されたがゆえに､ われわれは､ カナダ政府に対し以
下の三点の実現を要求するものである｡ 1) 1984年 11月にインドにおいて暴力､ レイプお    
よび殺戮の組織的作戦がシク教徒コミュニティに対して展開され､ 数千人の命が失われる結







32) 新民主党ジャック・レイトン (         ､ 選挙区はトロント・ダンフォース) 党首の
ステートメントは下記の通り： ｢                                         




若者も居ることをこの記事は示して興味深い｡ ｢意識的なハイブリッド化｣ でも､ ｢同化過程
からの落ちこぼれ｣ でもない､ 遠隔地ナショナリズムとも無縁のシクの若者である｡
34) 次を参照：                                                                             1980          100375838   
35) を参照：                                                                                    
                                    3129536           0  4   
36) 次を参照：                  2010 06                                                           1984 
37) 次を参照：                                                                             1980          100375838    ただし､ 請願は予定された水曜日から一日遅
れの木曜日になった｡










46)  ・バランタインがその代表的例で､ 英国が作り上げたシクのイメージを ｢     ｣ なも
のと批判して､ 実際には異文化との遭遇を通じて自らを構成してきた ｢      ｣ なアイデ
ンティティをもつことを示している｡ 次を参照｡                                                                                          2006   28 
47) 家郷の再構築についてアジア系ディアスポラを事例に雄弁に記したものとして次を参照｡                                                                           2004 
48)                                                             1991 池田
和子訳 『外国人――我らの内なるもの』(法政大学出版局 1990年)､  3 
49)       ､ 同上､    10 11 
50)       ､ 同上､   18 
51)                                                                                                                                
2000 
52)       ､ 同上､    18 19 それはまた､ アルベール・カミュの 『異邦人』たちを生み出し
もする｡ その先にあるのか､ それとは別なものなのかは不明だが､ バンクーバーがシクのギャ
ングスターの巣でもあり､ 麻薬密売人たちの暗闘と殺人 (これまでに 150人が殺されている)
という闇の世界が成立し､ 司直の手に負えない状態が続いていることも記しておくべきだろ
う｡ 脚注 22を参照されたい｡
もう一つ､ 最近の出来事を加えておこう｡ 2009年 11 月 15日､ サリー (                ) のグル・ナーナク・シク・テンプルで管理委員会の選挙が行われ､ 長期にわたっ
て代表の地位にあった穏健派のバルワント・シン (             ) が破れ､ 伝統派・
正統派の青年グループが押すアマルディープ・シン (            ) が当選した｡ ここ
では穏健派の時代は終わったと言われている｡ 次を参照：                                                                        2229217                                  2008 2226053        
53) ｢               ｣ (わたしはない [存在しない] ものである) は､ 旧約聖書 (出エ
ジプト記３章14節) に出てくる神の存在証明 ｢           ｣ (わたしはある [存在する]
ものである) をもじったもの｡ Ｂ・ザンの次の論考に引用された詩 (                 
1995) を参照：           前掲論文      2004    110 
54) シクの背教・棄教 (       ) についての研究は少なくない｡ たとえば次を参照：                                                                                                    008                                                                             1997                                                                             279                                                 015                            (    )                101         69
55) 『ダサム・グラント』は､ シク教の聖典の一つで､ 第10代シク・グールーであるゴビンド・
シン (             ) が編纂したテキストからなり､ 初代から 9代目までのシクの著
作を伝える聖グラントに併せて重要な聖なる著作である｡ 全 1 428ページで､ すべて詩文か
らなる読み聴かせるための書であるが､ いろいろな編纂が存在し､ まだ多くが発見を待って
いる状態である｡ 問題は､ この聖典には女性を侮蔑する言葉､ 性的乱交､ 麻薬・酒類などが









56) ジャテダル (       ) とはシク民族共同体の代表者にして宗教的､ 精神的指導者である｡
シクの聖職は 5人のジャテダルによって構成され､ それぞれが一つのタクートのジャテダル
であるが､ アムリットサルのアカリ・タクト・サヒブのジャテダルが最高位を占める｡ ジャ
テダルは､ 選挙によって選出される委員からなる     (寺院管理運営委員会で､ ｢シク民族
の主権議会｣ とも呼ばれる) によって任命される｡ ジャテダルは､ この機関の頂点に立って､
シク教の教義や実践にかかわるすべての問題について指導し､ 解釈する勅令や法令を出だす    
だけではなく､ 教義からの逸脱者､ シク教徒の利益と連帯を脅かす者を裁き､ 告解者を導き､
シクの大義への献身者､ 殉教者を顕彰し記録する役割までをも担う｡ ダルシャン・シン教授
は､ このアカリ・タクト・サヒブの13代目 (1929年以来) を勤めた経験をもつ大物である｡
次を参照した：                          ､ 同上                                                                                    
57)                                         01 27 1997    110      4   18 
こうしたディアスポラ・コミュニティにおける宗教制度の変容については､ 次を参照｡                                                                                                        2002 著者たちが示した三つの変容 (集会､ 純
化､ 包摂) を柱とする分析枠組み (      1) はシクのグルドワラにも応用可能であり､ 実
際にグルドワラ訪問で役に立った｡ 周縁部にあるカナダ生まれの第二､ 第三世代の若者たち
のグルドワラに対する不満､ 失望については､ 次を参照｡                                                                                                                                2004 とくに､    169 181                                                                                  53     2007    28 30 および､   43 
58)            前掲論文､ 2004    103 125 
59) 次を参照：                                                                                                                            12    2    173 195     2005 
60)                                                      12 26 2005    118 119      52 1    29 34                                           122     25 7 6 2009   41
(いしかわ かずお 専修大学法学部教授)
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